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編
集
後
記
 

 こ
の
度
、『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
六
号
を
発
刊
い
た
し
ま

す
。 二

〇
一
九
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

い
ま
だ
収
束
の
見
通
し
は
立
た
ず
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
な
ど
、
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
。 そ

の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
年
（
二
〇
二
三
）
よ

り
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
の
慶
讃
法

要
が
勤
修
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
お
念
仏
を
い
た
だ
く
者
に
と
っ
て
、

明
る
い
話
題
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

親
鸞
聖
人
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
代
は
、
ま
さ
に
動
乱
の
時

代
で
あ
り
ま
し
た
。
貴
族
か
ら
武
士
へ
と
権
力
が
移
り
変
わ
る
過
渡

期
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
戦
・
飢
饉
・
疫
病
・
災
害
な
ど
が
頻
発

し
、
世
の
中
は
す
さ
ま
じ
く
乱
れ
て
い
た
こ
と
が
、
諸
史
料
か
ら
窺

え
ま
す
。
時
代
は
異
な
り
ま
す
が
、
今
日
の
状
況
と
重
な
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
心
豊
か
に

生
き
る
上
で
、
親
鸞
聖
人
の
御
生
涯
と
、
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
み
教

え
か
ら
、
改
め
て
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
号
は
、「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八

〇
〇
年
」
に
因
ん
で
、
親
鸞
聖
人
や
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』

に
関
連
す
る
論
攷
を
中
心
に
構
成
し
、
併
せ
て
研
究
職
員
の
日
頃
の

研
究
成
果
を
収
載
い
た
し
ま
し
た
。 

今
号
の
成
果
が
、
読
者
の
皆
様
、
そ
し
て
宗
門
に
と
っ
て
有
益

な
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
編
集
者
一
同
、
強
く
願
い
ま
す
。 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
は
、
現
在
「
教
団
総
合
研
究

室
」「
教
学
伝
道
研
究
室
」「
仏
教
音
楽
・
儀
礼
研
究
室
」
と
「
東
京

支
所
」
の
三
室
一
支
所
の
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し

た
研
究
・
調
査
・
編
纂
の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。「
自
他
共
に

心
豊
か
な
社
会
の
実
現
」（
宗
制
）
の
た
め
に
、
今
後
も
、
そ
の
成

果
を
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
・
刊
行
物
を

通
し
て
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 （『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
刊
行
委
員
会
） 

 
【
訃
報
】 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
所
長
丘
山
願
海
は
、
二
〇
二

二
（
令
和
四
）
年
四
月
二
五
日
に
往
生
い
た
し
ま
し
た
。
二
〇
一
二

年
に
当
研
究
所
副
所
長
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
、
二
〇
一
六
年
か

ら
は
所
長
と
し
て
、
研
究
業
務
は
も
と
よ
り
宗
門
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
有
縁
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
丘
山
所
長
在

任
時
と
変
わ
ら
ぬ
ご
教
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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浄土真宗本願寺派総合研究所　所掌事項一覧 
１．教団総合研究室 
・宗門運営の総合的研究及び現況調査に関すること。 
・他の宗教団体の研究及び分析に関すること。 
・宗門教学会議の運営に関すること。 
・六条円卓会議の運営に関すること。 

２．教学伝道研究室 
　〈現代教学研究担当〉 
・現代における教学の総合的研究及び調査に関すること。 
・現代的諸課題の調査研究に関すること。 
・総局が指示した教学諸問題の解明に関すること。 
・他の宗教団体との協力に関すること。 

　〈現代伝道研究担当〉 
・布教伝道の推進についての実践的研究に関すること。 
・宗門内の伝道資料の収集、調査、分析及び開発に関すること。 
・メディアを用いた伝道方法の研究に関すること。 
・過疎地域及び都市部における伝道並びに国際伝道の研究に関する
こと。 

　〈聖典編纂担当〉 
・浄土真宗聖典等の編纂及び刊行に関すること。 
・聖典編纂資料の収集、調査及び分析に関すること。 

　〈教学相談担当〉 
・「いのちと念仏」相談センターの運営に関すること。 

３．仏教音楽・儀礼研究室 
・勤式儀礼及び仏教音楽の研究及び普及に関すること。 
・声明及び仏教音楽の創作及び演奏に関すること。 

４．東京支所 
・首都圏における教学伝道の振興に関すること。 
・首都圏における思潮や情勢その他諸問題の調査、分析に関するこ
と。 
・首都圏における宗教事情及び他の宗教団体の研究に関すること。 
・首都圏における教学伝道上の諸課題その他諸問題の研究及び対応
に関すること。 
・首都圏におけるメディアを用いた伝道の研究に関すること。
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